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　市　の　人　口

（昭和61年２月１日現在）

52,853世帯（前月比60世帯増）

165,908人（前月比146人増）

82,314人

83,594人

世帯数

人　口

　　男

　　女

放
火
に

２月３日・宇治市行政改革審議会

　
宇
治
市
は
二
月
三
日
、
宇
治
市
行
政
改
革
審
議
会
（
出
石
邦
保

委
員
長
外
十
一
委
員
）
か
ら
、
市
の
行
政
改
革
の
在
り
方
に
つ
い

て
の
答
申
を
受
け
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
昨
年
七
月
に
社
会
経
済
情

勢
の
変
化
に
対
応
し
た
簡
素
で
効
率
的
な
市
政
の
実
現
を
推
進
す

る
た
め
の
本
市
の
行
政
改
革
の
在
り
方
に
つ
い
て
諮
問
し
て
い
た

も
の
で
す
。
市
で
は
、
こ
の
答
申
を
尊
重
し
、
三
月
末
ま
で
に

宇
治
市
行
政
改
革
の
大
綱
を
策
定
す
る
予
定
で
す
。

簡
素
で
効
率
的
な
市
政
実
現
へ

　
答
申
は
、
最
初
に
行
政
改
革
の

た
め
の
視
点
と
し
て
、
太
市
の
現

　
状
と
行
政
改
革
の
必
要
性
、
ふ
祓

一

の
行
政
課
題
へ
の
対
応
に
つ
い
て

▲出石邦保委員長から答申書を受け取る

　池本市長（i月3 a、市長応接室で）

答
申
し
て
い
求
了
。

　
〈
事
務
事
業
の
見
直
し
〉

　
過
去
の
実
績
に
と
ら
わ
れ
ず
、

ス
ク
ラ
ッ
プ
ー
ア
ン
ド
ー
ビ
ル
ド

の
視
点
に
立
っ
て
事
務
事
業
の
見

直
し
に
取
り
組
む
と
共
に
、
住

民
と
行
政
の
役
割
分
担
を
明
確
化

し
、
受
益
者
負
担
を
検
討
す
る
。

　
〈
組
織
・
機
構
〉

　
宇
治
市
の
基
本
施
策
を
推
進
す

る
た
め
行
政
事
務
欠
総
点
検
し
、

統
廃
合
を
含
め
て
組
織
機
構
の
整

備
を
図
る
。
ま
た
指
示
命
令
系
統

の
強
化
に
よ
る
業
務
の
効
率
化
と
、

閑
繁
忙
期
に
柔
軟
に
対
応
出
来
る

体
制
夕
確
立
す
る
。

　
〈
適
正
な
定
員
管
理
〉

　
業
務
量
に
見
合
ラ
人
員
配
置
を

基
本
原
則
に
、
職
員
総
数
の
抑
制

を
勘
案
し
つ
つ
適
正
な
定
数
管
理

Ｍ
ｂ
う
と
共
に
、
人
員
配
置
に

あ
た
り
職
務
能
力
の
的
確
な
把
握

に
努
め
る
。

　
〈
適
正
な
給
与
〉

　
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
に
注
目
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
市
町
村

の
業
務
内
容
の
特
性
に
か
ん
が
み

一
律
に
国
の
制
度
と
同
様
に
す
る

こ
と
に
は
問
題
が
あ
る
。
当
面
は

都
市
平
均
の
水
準
に
近
。
つ
け
る
よ

う
努
力
す
る
必
要
が
あ
る
。
勤
務

体
制
か
見
直
し
、
時
間
外
手
当
の

適
正
化
を
図
る
必
要
が
あ
る
。
退

職
手
当
は
、
国
の
基
準
と
の
整
合

性
と
、
民
間
の
実
態
を
考
慮
し
つ

つ
適
正
化
を
図
り
、
職
務
分
類
に

応
じ
た
適
正
な
制
度
を
検
討
す
る
。

　
〈
外
部
委
託
・
Ｏ
Ａ
化
の
推
進
〉

　
外
部
委
託
に
つ
い
て
は
、
コ
ス

ト
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
適
切
性
の

視
点
か
ら
事
務
事
業
全
般
に
わ
た

り
そ
の
可
能
性
を
検
討
す
る
。
Ｏ

Ａ
機
器
夕
積
極
的
か
つ
有
効
に
活

用
し
、
住
民
ニ
ー
ズ
奪
的
確
、
迅

速
に
把
握
し
て
住
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
と
行
政
運
営
の
効
率
化
、
高

麿
化
を
図
る
。

　
〈
公
共
施
設
の
管
理
運
営
〉

　
公
共
施
設
管
理
運
営
の
一
部
委

託
と
応
益
負
担
の
検
討
と
学
校
等

で
の
灘
休
施
設
の
市
民
利
用
の
可

能
性
の
検
討
奪
行
う
。

市制施行35周年記念事業

俵孝太郎講演

会
３月２日（日）午後２時～３時半

　　　文化会館大ホール

〈
議
会
〉

　
議
会
は
、
住
民
各
層
の
意
見
を

く
み
上
げ
、
立
法
や
行
政
監
視
機

能
か
通
じ
て
ｔ
れ
を
市
政
に
反
映

す
る
重
要
な
責
務
を
果
た
し
て
来

た
が
、
そ
の
機
能
の
一
層
の
充
実

が
期
待
さ
れ
る
。

　
〈
そ
の
他
・
行
政
改
革
に

　
　
必
妥
な
事
項
〉

　
⑦
地
方
行
革
の
推
進
に
あ
た

っ
て
は
、
国
や
府
の
補
助
金
に
よ

る
統
制
・
関
与
、
タ
テ
割
り
に
よ

俵
　
孝
太
郎
さ
ん

入場

無料

る
重
複
・
統
制
、
許
認
可
権
に
よ

る
関
与
、
機
関
委
任
事
務
に
よ
る

関
与
等
が
阻
害
要
因
と
な
っ
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
是
正
に
つ
い
て
国
・

府
に
９
妬
け
る
必
要
が
あ
る
。

④
高
齢
化
社
会
の
到
来
は
医
療

費
の
増
大
を
招
き
、
市
民
も
行
政

も
共
に
多
大
の
負
担
を
余
儀
な

く
さ
れ
る
。
’
医
療
制
度
の
改
善
や

負
担
の
適
正
化
夕
閉
一
や
府
を
は
じ

め
関
係
機
関
に
要
望
す
る
必
要
が

あ
る
。
⑦
市
民
の
福
祉
に
か
か

わ
る
政
萎
蚕
進
し
て
い
く
た
め

に
は
、
市
民
が
市
の
活
動
に
つ
い

て
正
確
な
情
報
を
持
ち
、
貴
任
あ

る
意
見
奮
が
成
出
来
る
こ
と
が
不

可
欠
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
情
報

公
開
制
度
の
確
立
が
必
要
で
あ
る
。

④
情
報
公
開
制
度
の
確
立
及
び

Ｏ
Ａ
化
と
関
連
し
て
、
個
人
情
報

の
保
護
が
基
本
的
人
権
の
保
障
に

と
っ
て
不
可
欠
で
あ
る
。
庁
内
で

の
個
人
情
報
取
江
扱
い
の
工
夫
と

個
人
に
対
す
る
目
己
開
示
請
求
権

の
付
４
游
に
つ
い
て
検
討
を
急
ぐ

必
要
が
あ
る
。
④
清
潔
な
行
政

を
維
持
す
る
た
め
、
内
部
け
ん
制

制
度
の
確
立
が
必
要
で
あ
る
と
し
、

最
後
に
、
行
政
改
革
は
一
過
性
の

も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
こ

の
提
言
が
今
後
の
行
政
の
見
直
し

の
視
座
と
な
匯
契
機
と
な
る
こ
と

を
期
待
す
る
Ｉ
と
ｗ
.
れ
て
い
ま
す
。

　
一
九
三
〇
年
東
京
生
ま
Ｉ

れ
、
東
京
大
学
文
学
部
倫
一

理
学
科
卒
。
サ
ン
ケ
イ
新
一

聞
社
記
者
か
ら
伺
論
説
委
一

貝
を
経
て
、
現
在
フ
ジ
テ
ー

レ
ビ
ー
ニ
ュ
ー
ス
キ
ャ
ス
ー

タ
ー
や
政
治
評
論
家
と
し
Ｉ

て
活
躍
。
「
人
事
と
は
な
一

に
か
」
「
わ
が
家
の
い
し
一

ず
え
」
な
ど
を
執
筆
。
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
　
　

●
・
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善
法
文
化
祭
は
、
三
月
一
日

出
と
二
日
面
、
善
法
隣
保
館
・

集
会
所
監
罵
に
し
て
開
か
れ

ま
す
。
こ
の
文
化
祭
は
、
部
落

解
放
の
一
環
と
し
て
、
善
法
地

域
の
文
但
錫
の
向
上
と
地
域

庄
民
の
親
睦
か
深
め
る
こ
と
を

・内容善法文化祭の日程

善法文化祭が開催

3月1日･2日

(財)宇冶市文化センsー・宇泊観3t醐会(観光案内所) ・松下時a店(伊勢田マーケット前)･ふい

りんぐショップあらき(iE鉄大久保駅東)・'J咄瑞s堂西字お高校正門前)・うさぎ堂(iS鉄小倉

駅前)・あたりや(累ｹ丘団地≪筋)・貫葉賢局(宇冶小学佼西)・Vﾝﾉ●店(京阪木橿駅西)・

岩田ns|(善勤u商店街)-宇き書店|(宇|き僑通商店街)･ｔ↑僧房近鉄久刄il駅SI)）みつや書

店(伏見区大手竃泗番街) -高鳥屋京都店プレイガイド(四条河原町)）京都吝協|(三条河原勁，

目
的
に
、
毎
年
開
催
。
十
二
回

目
の
今
回
は
、
「
広
げ
よ
ラ
地

域
の
以
ｙ
高
め
よ
う
又
化
の

　
。
わ
″
」
を
テ
ー
マ
に
、
多
彩

な
内
容
と
な
る
ぶ
つ
取
り
組
み

夕
進
め
て
い
ま
す
。

　
部
落
問
題
の
解
決
は
、
国
や

地
方
自
治
体
の
責
務
で
あ
る
と

共
に
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り

の
課
題
で
も
あ
り
未
丁
。
部
落

問
題
を
学
習
す
る
場
と
し
て
、

善
法
文
化
祭
に
ぜ
ひ
ご
参
加
ぐ

だ
さ
い
。

　
〈
ご
案
内
〉

▼
と
き
・
・
・
３
月
１
日
出
、
２
日

間
▼
と
こ
ろ
・
・
・
善
法
隣
保
館
外

▼
内
容
・
・
・
左
表
の
と
お
り
。

　
（
善
法
文
化
祭
男
竹
委
員
｡
ｃ

善
法
隣
保
館
、
針
箔
教
育
課
）

ぶぺこ ３月1 日(±) ３月２日(日)

作品展示

午前lO時～午後4時（隣保館2階）

・生花教室作品･書道教室作品･手づくり教室作品

・葵子ども会作品･善法保育所園児･保護者作品

･善法青少年センターのあゅみ･鰹味の作品他

お荼会(野だて席) へ 午mo時～午後3時
　　(PS保館前)

陶芸教室 へ 午前io時～午後3時
　　(隣保館2Pt)

子ども手づく
りコーナー卜

午前10時～午後2時

　　(隣保館2階)

プラスチックペンダント外

人　形　劇 へ 午後２時～午後2時半
　　(集会所)

映画と講演 午後7時～(集会所)へ

模　擬　店
午前Ｈ時～午後3時午前10時-午後3時

　　　　　　(瞬保館1 階)

557

不
審
火
が
続
発

深
夜
に
空
き
家
・
物
置
狙
う

　
最
近
、
市
内
東
宇
治
地
域
に
集

中
し
て
、
不
審
火
が
続
発
し
て
い

李
ｙ
。
特
に
、
娶
蚤
、
物
置
な

燃
え
な
い
環
境
づ
く
り

鬼
に
金
棒

a
ｊ
)
5
血
っ
た
建
物
火
災
が
連
続
し

て
発
生
し
て
い
求
ｙ
。
消
防
本
部

・
消
防
団
で
は
特
別
警
備
体
制
を

と
り
、
防
火
管
理
の
徹
底
や
夜
問

パ
ト
ロ
ー
ル
の
強
化
に
取
り
組
ん

次
の
こ
と
奮
心
掛
け
、
放
火
さ
れ

に
く
い
環
境
づ
く
り
に
努
め
て
ぐ

だ
さ
い
。

▽
家
の
周
り
に
燃
え
や
す
い
物
を

　
置
か
な
い
。

▽
空
き
家
や
物
置
な
ど
は
し
っ
か

　
り
戸
締
ま
り
掌
ｙ
る
。

▽
隣
近
所
で
声
か
掛
け
合
い
監
視

怖
い
の
は

　
「
消
し
た
つ
も
り
」
と

　
　
　
　
「
消
え
た
は
ず
」

　
二
月
二
十
八
日
か
ら
三
月
十
三

日
ま
で
。
全
国
一
斉
に
「
春
の
火

災
予
防
運
勲
が
始
ま
ひ
乖
ｙ
。

こ
の
運
動
は
、
突
｀
が
乾
燥
し
ｙ
ハ

2月28日～３月13日

災
が
発
生
し
や
す
い
時
期
が
喬
哭

て
、
火
災
予
防
思
想
の
一
層
の
普

及
を
図
り
、
火
災
発
生
の
防
止
と

死
傷
事
敵
や
財
産
の
損
失
m
ｆ
ｊ

う
と
り
フ
も
の
で
す
。

　
消
防
本
部
で
は
、
次
の
こ
と
を

重
点
目
標
に
し
て
い
卓
子
。

①
寝
た
き
ぴ
老
人
等
に
対
す
る
安

　
全
対
策
の
徹
底

②
家
庭
や
地
域
で
の
防
火
対
策
の

　
徹
底

③
特
定
防
火
対
象
物
に
つ
い
て
の

　
防
火
安
全
の
確
保

④
防
災
機
器
等
の
普
及
の
推
進

⑤
異
常
乾
燥
時
や
強
風
時
の
火
災

　
発
生
防
止
対
策
の
推
進
。

⑥
山
火
事
予
防
対
策
の
強
化

⑦
車
両
火
災
予
防
対
策
の
強
化

⑧
危
険
物
、
高
圧
ガ
ス
等
に
つ
い

　
て
の
災
害
防
止
対
策
の
推
進

　
こ
れ
ら
の
目
的
忿
場
成
す
る
た

め
、
一
般
家
庭
や
地
域
な
ど
を
訪

問
し
、
防
火
対
策
の
推
進
を
図
り

ま
す
。
ま
た
、
各
事
慧
劈
ぽ
避

難
訓
練
や
消
防
用
設
備
の
点
検
報

告
、
従
業
員
へ
の
防
火
教
育
の
徹

底
な
べ
防
火
管
理
体
制
の
強
化

を
指
導
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
で

　
　
〈
火
の
用
心

　
　
　
　
　
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト
〉

Ｏ
寝
た
ば
こ
や
た
ば
こ
の
投
げ
捨

　
て
を
し
な
い

Ｏ
子
戸
石
に
は
マ
″
チ
や
ラ
イ
タ

　
１
‐
で
流
ほ
せ
な
い

・
風
の
強
い
時
は
た
き
火
を
し
な

　
い

・
天
ぷ
ら
を
揚
げ
る
時
は
そ
の
場

鮒頴

勺け

于
Ｅ

Ｏ
ふ
ろ
の
空
だ
き
を
し
な
い

Ｉ
ス
ト
ー
ブ
に
は
燃
え
や
す
い
物

　
を
近
づ
け
な
い

　
　
　
　
　
　
　
（
消
防
本
部
）

行政改革のあり方を答申

春の火災
予防運動
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市
で
は
、
こ
の
機
会
に
清
掃
業

務
の
全
体
的
な
見
直
し
と
改
善
を

行
い
、
効
率
の
良
い
収
集
体
制
の

確
立
を
図
る
考
え
で
す
。

　
土
曜

1
1
の
清
掃

　
業
務
は
午
前
中
だ
け

　
今
回
の
見
直
し
で
、
燃
え
る
ゴ

ミ
の
土
曜
ぽ
午
後
か
ら
の
業
務
は

な
ぐ
な
り
‘
’
チ
。
問
忿
お
せ
な

芦
ほ
午
前
中
に
お
願
い
し
柔
ｙ
。

午
前
９
時
ま
で
に

　
　
　
　
　
　
定
点
へ

　
燃
え
な
い
ゴ
ミ
は
、
従
来
と
同

じ
収
集
間
隔
で
収
集
忿
竹
い
ま
す
。

Ｌ
如
し
、
郡
汲
る
ゴ
ミ
の
収
集
体

燃
え
る
ゴ
ミ
の
午
後
収
集
地
域
で

も
、
燃
え
な
い
ゴ
ミ
は
必
ず
午
前

九
時
ま
で
に
定
点
へ
出
し
て
ぐ
だ

さ
い
。
ご
痙
恐
を
お
か
け
し
示
ず

が
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
収
集
日
に
つ
い
て
は
、
お
間
違

え
の
な
い
ぷ
つ
に
毎
月
一
日
号
の

市
政
だ
よ
り
で
ご
確
認
ぐ
だ
さ
い
。

制
の
変
民
で
、
燃
え
な
い
ゴ
ミ
の

収
集
時
間
帯
を
同
一
に
設
定
す
る

こ
と
が
出
来
な
ぐ
な
り
ま
し
た
。

☆
将
来
は
ゴ
ミ
の
リ
サ
イ
ク
ル
も

業
務
の
効
率
化
が
得
ら
れ
た
結
’
果
、
清
掃
事
務
所
で
は
近
い
将
来

に
、
ゴ
ミ
の
減
量
や
宮
原
の
有
効

利
用
を
図
る
た
め
の
リ
サ
イ
ク
ル

事
業
の
取
り
組
み
を
検
討
。
六
十

一
年
度
で
は
、
一
部
の
町
内
会
や

息
器
で
の
試
験
的
な
取
り
組
み

か
予
定
し
て
い
ま
ず
。
該
当
す
る

地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願

国
体
豆
知
識
⑧

　　2巡目の特徴

成年の部に

　　１・２部を設置

　
前
号
で
「
よ
り
開
か
れ
た
国

体
」
を
目
指
し
た
二
巡
目
以
降

の
あ
り
方
と
し
て
、
七
つ
の
具

体
的
事
項
を
列
挙
。
今
回
は
そ

の
内
の
三
項
目
に
つ
い
て
詳
し

く
お
知
ら
せ
し
ま
ず
。

川
成
年
二
部
を
設
置
す
る

　
現
在
の
種
別
は
、
成
年
と
少

年
の
男
子
と
賢
子
の
四
つ
で
す

が
、
六
十
三
年
か
ら
は
成
年
の

部
を
更
に
一
部
と
二
部
に
分
け

て
六
種
別
に
す
る
も
の
で
す
。

成
年
二
部
へ
の
出
場
は
、
一
回

限
り
と
な
っ
て
お
り
、
毎
年
新

し
い
選
手
か
出
場
す
る
こ
と
に

な
り
ま
ず
。
‘
’
£
、
二
部
の
設

置
は
全
競
技
に
適
用
。
し
か
し

何
ら
か
の
事
情
で
実
施
出
来
な

い
競
技
に
つ
い
て
は
、
実
施
時

期
が
当
分
保
留
さ
れ
ま
ｙ
。
、

十
八
皿
琶
（
た
だ
し
京
都
国
体

で
は
十
七
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

咄
総
合
成
績
の
採
点
方
法
を
簡

略
化
す
る

　
租
行
の
採
点
方
法
は
、
競
技

得
点
、
参
加
得
点
、
種
別
優
勝

得
点
の
三
つ
か
ら
成
立
。
こ
の

方
法
は
非
常
に
複
雑
で
理
解
し

に
く
い
こ
と
か
ら
、
簡
略
化
し

よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。
新
し

い
採
点
方
法
に
つ
い
て
は
、
既

に
「
国
体
豆
知
識
そ
の
⑥
」
で

お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
な
お

問
題
が
あ
り
、
更
に
再
検
討
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

朗
中
学
生
の
参
加
を
認
め
る

競
技
成
績
が
優
秀
な
中
学
生
に

限
り
、
参
加
を
認
め
る
も
の
。

こ
れ
に
は
関
係
機
関
の
同
意
が

必
要
で
あ
り
、
今
す
ぐ
実
施
に

現
段
階
で
は
、
文
部
省
の
認
可

が
あ
れ
ば
参
加
出
来
る
状
況
の

ぷ
必
ず
。
（
国
体
準
備
室
）

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

　
　
教
育
長
杯
弓
道
大
会

　
▼
と
き
・
：
３
月
2
3
日
面
、
午

前
９
時
～
正
午
▼
と
こ
ろ
…
黄

槃
自
衛
隊
▼
種
目
・
・
・
○
個
人
戦

＝
女
子
の
部
、
男
子
初
級
の
部

　
（
３
段
以
下
）
、
男
子
上
級
の
部

（
４
段
以
上
）
○
団
体
戦
＝
ｌ
人

１
組
、
個
人
戦
と
併
用
▼
競
技

方
法
・
：
立
射
で
の
８
射
（
４
矢

２
立
）
▼
参
加
費
・
：
社
会
人
四

百
円
、
学
生
二
百
円
▼
申
し
込

み
・
・
・
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
性
別
、
段
位
、
職
業
（
学
校
名

・
学
年
）
、
電
話
番
号
、
立
順
（
団

体
戦
の
場
合
）
か
明
記
し
、
〒
6
1
1

小
倉
町
蓮
池

1
0
9
‐
1
5
・
河
野
弥

一
さ
人
へ
。
２
１
日
咄
叱
老

▼
問
い
命
幻
せ
・
・
・
弓
道
協
会
事

務
局
（
Ｓ
⑩
3
0
2
7
）
へ
。

　
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

　
公
式
記
録
員
の
講
習
会

　
肺
Ｅ
本
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会

第
二
種
公
式
記
録
員
の
認
定
講

習
会
で
す
。

　
▼
と
き
・
・
・
３
月
２
日
㈲
、
午

前
９
時
１
午
後
４
時
▼
と
こ
ろ

・
・
・
中
央
公
民
館
展
示
室
▼
対
象

…
高
校
生
以
上
の
男
女
▼
参
加

費
・
：
千
五
百
円
▼
申
し
込
み
・

問
い
合
わ
せ
・
・
・
２
月
2
5
日
脚
ま

で
に
橋
本
勉
‘
’
ん
（
豊
⑩
2
6

8
3
）
へ
。

558

ゴミの収集体制が変更

３
月
３
日
（
月
）
か
ら

収
集
曜
日
と

　
時
間
帯
が
変
更

燃えない

　ゴミ

市
民
体
育
の
お

知
ら
せ

燃えるゴミ

市
民
体
育
課

電
ｗ
あ
2
2
3
1
4

1

燃えるごみ収集

（曜日地区）一

覧表



展
示
用
ケ
ー
ス
の
活
用
を

　
中
央
公
民
館
で
は
こ
の
程
、
財

団
法
人
息
混
合
セ
ン
タ
ー
の
六

十
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
″
１
助
成
事

業
の
適
用
を
受
け
、
展
示
用
ガ
ラ

ス
ケ
ー
ス
と
展
示
用
パ
ネ
ル
等
を

購
入
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
宝
ぐ

じ
発
行
に
よ
る
剰
余
金
を
、
地
域

活
動
推
進
事
業
に
対
し
助
成
す
る

制
度
で
、
宇
治
市
で
腿
鳶
悒
動

と
学
竟
砧
事
業
に
対
し
助
成
を

受
け
た
も
の
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
備
品
は
、
今
後
広
く

ト
中
央
公
民
館
の
展
示
ヶ
－
ス

これがらの国民年金③

　
本
年
四
月
一
日
か
ら
国
民
年

金
制
度
が
変
わ
り
未
丁
。
新
制

度
の
内
容
や
手
続
き
に
つ
い
て

シ
リ
ー
ズ
で
お
知
ら
せ
し
て
い

季
ｙ
。

　
ｄ
；
？
　
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
妻

　
尼
ぷ
｀
す
が
ヽ
新
聞
ヽ
テ
レ

ビ
な
戸
を
見
る
と
、
現
在
国
民

年
金
に
任
意
加
入
し
て
い
な
い

人
は
四
月
以
降
に
届
け
出
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す

が
…
…
。

　
　
　
　
こ
と
し
の
四
月
か
ら

　
答

年
金
制
度
が
大
き
変

わ
り
ま
す
。
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の

市
内
の
社
会
教
育

団
体
や
グ
ル
ー
プ

等
の
学
習
成
果
の

発
表
等
に
活
用
し

て
い
た
が
で
た
め
、

中
央
公
民
館
に
設

置
し
て
い
卓
子
。
・

お
気
軽
に
ご
活
用

く
だ
さ
い
。
詳
細

は
、
中
央
公
民
館

（
Ｓ
⑩
1
4
1
1
）

へ
。

　
な
お
、
展
示
ヶ

Ｉ
ス
か
硲
っ
た
当

面
の
発
表
は
次
の

通
り
で
す
。
設
ほ

場
所
は
、
中
央
公

民
館
市
民
交
流
口

ビ
ー
で
す
。

　
▼
展
示
期
間
・
内
容
・
出
品
団

体
｡
｡
｡
０
２
月
2
5
日
～
３
月
９
日
＝

～籐
・
縫
製
作
品
（
宇
治
共
同
作
業

所
）
。
１
３
月
1
1
日
～
2
4
m
=
茶

器
（
陶
芸
サ
ー
ク
ル
「
楽
陶
砂
」
。

・
３
月
2
6
日
～
４
月
７
日
＝
銘
銘

皿
・
盆
・
小
箱
（
木
彫
サ
ー
ク
ル

　
「
き
つ
つ
き
」
）
。
１
４
月
９
日

～
2
2
日
―
茶
器
（
陶
芸
サ
ー
ク
ル

お
知
ら
せ

　
消
防
職
員
の
募
集

　
市
で
は
、
消
防
職
員
か
募
集
し

季
ｙ
。

　
▼
対
象
・
：
昭
和
3
6
年
４
月
２
日

か
ら
4
3
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
、
高
等
学
校
卒
業
程
度
の
学
力

を
有
し
、
通
勤
時
間
が
１
時
間
以

内
の
男
子
▼
募
集
人
数
・
・
・
若
干
名

「
秋
陶
砂
」
。
（
中
央
公
民
館
）

　
ジ
ュ
ニ
ア
天
文
教
室

　
▼
と
き
・
：
３
月
１
日
出
、
午
後

７
時
～
９
時
▼
と
こ
ろ
・
：
小
倉
公

民
館
▼
内
容
・
・
・
ハ
レ
ー
す
い
星
・

冬
の
星
座
ｙ
講
師
・
・
・
明
星
天
文
館

館
長
・
江
上
賢
三
さ
ん
▼
対
象
・
・
・

市
内
在
住
の
親
子
（
早
発
七
は
小

学
校
４
年
生
以
上
）
▼
定
員
・
：
親

子
5
0
組
・
（
先
着
順
）
▼
持
参
品
・
・
・

筆
記
用
具
、
懐
中
電
灯
▼
申
し
込

み
・
：
小
倉
公
民
館
（
豊
⑩
4
6
8

7
）
へ
電
話
か
来
館
で
。
２
月
2
1

日
か
ら
申
し
込
み
受
け
付
け
。

　
　
　
　
　
　
　
（
小
倉
公
民
館
）

▼
試
験
日
時
・
会
場
・
：
３
月
１
日

出
、
午
前
９
時
か
ら
市
職
員
心
一
館

で
第
１
次
試
験
▼
試
験
内
容
・
：
消

防
職
員
と
し
て
必
要
な
知
識
と
教

禦
に
つ
い
て
の
筆
記
試
験
と
作
文

▼
申
し
込
み
・
：
２
月
2
1
日
面
か
ら

2
8
日
面
ま
で
に
、
市
販
の
履
歴
書

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
最
近
６

ヵ
月
以
内
に
撮
影
し
た
写
真
を
ほ

っ
て
、
申
込
書
（
職
員
課
に
あ
り

ま
す
）
に
添
え
て
職
員
課
へ
。

　
な
お
、
郵
送
で
の
受
け
付
け
は

行
い
ま
せ
ん
。
詳
し
ぐ
は
、
職
員

任
意
加
入
し
て
い
な
い
会
社
員
の
妻
は

妻
の
場
合
、
今
ま
で
は
任
意
加

入
で
し
た
が
、
四
月
か
ら
は
強

制
加
入
と
な
り
ま
す
。
対
象
者

が
全
国
に
何
千
万
人
と
多
数
で

す
の
で
、
段
階
的
に
届
け
出
で

い
た
ｓ
v
こ
と
に
な
り
康
ｙ
。

サラリー

マンの配

偶者

　
年
金
加
入
者
の
配
偶
者
（
妻
ま

　
た
は
夫
）
で
、
健
康
保
険
の
扶

　
養
家
族
と
な
っ
て
い
る
二
十
歳

　
以
上
〈
十
歳
禾
満
の
人
で
す
。

　
Q
l
r
？
　
公
務
員
の
妻
も
、
四

　
ｍ
Ｏ
月
か
ら
は
強
制
加
入
に

妻
の
届
け
出
方
法
は
共
覗
合

が
手
続
き
を
代
行
す
る
方
向
で
、

現
在
政
府
関
係
省
庁
で
協
議
し

て
い
ま
す
。
決
ま
り
次
第
お
知

ら
せ
し
禾
ｙ
。
届
け
出
の
必
要

な
人
は
、
共
済
年
金
加
入
者
の

４
月
以
降
に
届
け
出
を

現
在
、
国
民
年
金
に
任
意
加
入

中
の
人
は
１
月
末
日
ま
で
、
そ

の
他
の
人
は
四
月
以
降
に
届
け

を
し
て
い
た
だ
良
ま
チ
。
日
程

は
、
四
月
中
に
「
市
政
だ
よ
り
」

で
お
知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。

届
け
出
の
必
要
な
人
は
、
厚
生

な
る
と
の
こ
と
で
す
が
…
…
。

　
　
　
は
い
、
そ
の
通
り
で

　
答

す
・
公
賛
ヽ
教
賢
ヽ

農
協
職
員
な
ど
の
年
金
制
度
で

あ
る
共
済
年
金
に
つ
い
て
は
、

昨
年
末
に
法
律
が
改
正
さ
れ
た

関
係
で
、
共
済
年
金
加
入
者
の

配
偶
者
（
妻
ま
た
は
夫
）
で
、

健
康
保
険
の
扶
養
家
族
ど
な
っ

て
い
る
二
十
歳
以
上
六
十
歳
未

満
の
人
で
す
。

　
１
’
　
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
妻

　
ａ
２
.
ｐ
国
民
年
金
に
任
意
加

入
中
の
た
め
、
一
月
末
日
ま
で

早めに申告を…

　申告期間中は、土曜日も

午後5時まで受け付けてい

ます。

課
（
酋
⑩
3
1
4
1
）
ま
で
お
尋

ね
ぐ
だ
さ
い
。
　
　
（
職
員
課
）

　
２
月
は

　
固
定
資
産
税
の
納
期

　
今
月
は
、
固
定
資
産
税
・
第
四

期
分
の
納
付
月
で
す
。
納
期
限
ま

で
に
、
最
寄
り
の
金
融
機
関
で
納

め
て
ぐ
だ
さ
い
。
　
（
納
税
課
）

　
業
者
の
登
録
申
請

　
　
2
月
2
8
日
ま
で

　
市
で
は
、
昭
和
六
十
一
年
度
指

名
業
者
の
資
格
審
査
の
申
請
を
、

二
月
二
十
八
日
金
ま
で
翼
け
付
け

て
い
ま
す
。

　
工
事
、
測
量
と
コ
ン
サ
ル
業
務
、

物
品
と
役
務
の
供
給
な
ぺ
市
と

の
取
引
を
希
望
ず
る
業
者
は
申
請

を
お
忘
れ
な
く
。
（
管
財
契
約
課
）

に
届
け
出
か
済
ま
せ
ま
し
た
が
、

そ
の
後
、
夫
が
会
社
か
辞
め
、

独
立
し
て
商
売
衆
殆
め
ま
し
た
。

こ
の
場
合
、
届
け
出
が
必
要
で

し
ょ
ラ
か
。

尹
祁
一

届
け
出
が
必

新
制
度
で
は

国
民
年
金
の
加
入
種
別
が
三
つ

に
分
か
れ
、
保
険
料
の
納
め
方

も
異
な
り
季
ｙ
。
届
け
出
の
必

要
な
場
合
は
、
ご
質
問
の
ぷ
つ

に
配
偶
者
が
会
社
、
官
庁
な
ど

か
辞
め
た
時
の
ほ
か
、
妻
自
身

が
会
社
、
官
庁
な
ど
に
就
職
し

て
厚
生
年
金
、
共
済
鰻
つ
に
加

入
し
た
時
、
離
婚
や
収
入
超
過

の
た
め
配
偶
者
の
扶
養
家
族
で

な
く
な
っ
た
時
な
ど
で
す
。

　
国
民
年
金
に
つ
い
て
の
お
問

い
〈
お
せ
は
、
保
険
年
金
課
国

民
年
金
係

へ
。

（
豊
⑩
3
1
4
1
）

　
（
保
険
年
金
課
）

●問い合わせ

　　市民税課(a酋3i4i)

　
就
職
支
度
金
の
申
請

　
就
職
支
度
金
の
支
給
を
希
望
す

る
人
の
申
請
か
受
け
付
け
て
い
ま

す
。

　
▼
対
象
・
・
・
こ
の
春
、
中
学
校
、

高
等
学
校
を
卒
業
し
、
」
ヵ
。
月
以

内
に
就
職
す
る
人
で
、
そ
の
就
職

に
必
要
な
費
用
の
支
出
が
困
難
な

大
▼
支
給
額
・
：
五
万
五
千
円
以
内

▼
申
し
込
み
・
：
３
月
1
5
日
出
ま
で

に
福
祉
事
務
所
社
心
一
課
に
あ
る
申

請
用
紙
刄
　
　
　
　
（
社
会
課
）

　
農
業
委
員
会
委
員

　
選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

　
本
年
一
月
一
日
現
在
で
農
業
委

員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
を
調
製
し

ま
し
た
の
で
、
関
係
者
は
縦
覧
し

ア
７
ｙ
だ
さ
い
。

　
▼
縦
覧
期
間
…
２
月
卿
局
一
～

３
月
９
日
間
▼
時
間
・
・
・
午
前
１
時

半
～
午
後
５
時
（
土
・
日
曜
日
も

行
い
ま
す
）
▼
と
こ
ろ
・
：
選
挙
管

理
委
員
会
（
市
役
所
内
）
。

　
選
挙
人
名
簿
に
漏
れ
、
誤
り
な

ど
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
場
合
、

該
当
す
る
選
挙
入
は
縦
覧
期
間
中

牡

３月にコーラス教室

・
サ
ー
ビ
ス
事
業

・
問
監
Ｂ
せ

は
社
会
福
祉
協
議
必
一
（
⑩
5
6
5

4
）
へ
。

お買物のめやす消費

者物価20（２月分

）

　この公表価格は, 2月初めに実施した消費者モニタ
-店頭価格調査に基づくものです｡(商工観光課)

品　名 規　　　格 平均
価格

価格状況
最高
m格 最低tuts討前月比 封前年比

灯　　油
18£店頭 1,223　　％▲1.3 　　％▲9.6 1.3Oo'l,iぷ

18(配建 1,283 0.2A9.5 1.3601.200

ガソリン
レギュラー1 t現金
売り 139▲0.7 7.8 142 120

ティッシュ

　ペーノ々－
400枚入り１箱
{クリネックス･ｽｺｯﾃｲ) 154 1.3 2.0 168 130

台所用
　　ラップ

サランラップ
30cinX20m 218 0.9 1.9 238 168

アルミ
　　ホイル 25Cmx8m 156 2.6▲5.5 180 98

シャンプー 液体ポリ容器220CC
花王エッセンシャル 232 0.9▲2.1 290 225

洗濯用
　粉石けん 2.4k6 870▲0.1▲1.6 970 650

牛　　肉
すき焼用
中程度100g 351Al.l▲1.4 500 255

塩さけ 切')身100g 342 7.2 9.2 580 220
バレイショ 男爵100g 20 ▲4.8 17.6 32 15

キャベツ中玉約1kg 218 1.9 81.7 280 100

鶏　　卵
Ｍサイズパック入
lO個 243 3.8 22.1 278 215

食用油 日清サラダ油瓶入
l,65Og 712▲0.4▲2.3 800 580

しよう油
キッコーマン濃口
瓶入2 e 5C6▲0.9▲0.2 598 490

砂　　糖上白Ug 260 0.8 A0.4 288 238

小麦扮 日清小麦扮フラワー
lkg (薄力粉） 210 ０ 7.1 238 198

インスタント
　コーヒー ネスカフェ黒ラベル

瓶入150g 1,057 0.4 13.31.098 985

み　　そfヶヤミソu≪ 337 A0.6▲1.7 358 288

食'｛ン 普ii品1片(スライスしたもの) 159▲1.9 1.9 170 120

洗ii代 ワイシャツ
自の長そで 157 0.6 9.8 250 120

に
文
書
で
選
挙
管
理
委
員
会
に
異

議
を
甲
し
出
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

期
間
を
過
ぎ
る
と
、
申
し
出
が
あ

っ
て
ね
湛
人
名
簿
に
登
録
出
来

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
ぐ
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
（
選
挙
管
理
委
員
心
一
）

　
ス
タ
ン
プ
テ
ー
リ
ン
グ

　
▼
と
き
・
・
・
３
月
９
日
面
、
午
前

1
0
時
～
午
後
３
時
▼
内
容
・
：
葉
茶

が
ゆ
な
ど
の
塊
誉
薬
し
み
、
社

寺
・
文
化
財
な
ど
工
″
所
の
ポ
イ

ン
ト
巡
り
▼
ポ
イ
ン
ト
…
橋
寺
・

宇
治
神
社
（
甘
酒
）
・
宇
聊
上
神

社
・
興
聖
寺
（
葉
茶
が
ゆ
）
・
十

三
重
石
塔
・
平
等
院
・
宇
治
市
観

光
セ
ン
タ
ー
（
お
茶
・
お
菓
子
）

ほ
か
▼
参
加
券
・
・
・
一
人
千
円
（
拝

観
料
、
記
念
品
、
葉
茶
が
ゆ
な
ど

を
含
む
）
。
宏
量
観
光
セ
ン
タ
ー
、

観
光
案
内
所
、
京
阪
交
通
社
各
営

〈
コ
ー
ラ
ス
教
室
〉

　
一
緒
に
声
を
出
し
て
歌
っ
て
み

ま
せ
ん
か
。
障
害
か
痔
つ
人
だ
け

で
な
ぐ
、
障
害
か
痔
だ
な
い
人
も

募
集
し
濠
ｙ
。
未
経
験
の
人
も
歓

祠　
▼
と
き
・
・
・
３
月
４
日
叫
、
Ｈ
日

脚
、
午
後
１
時
Ａ
時
▼
と
こ
ろ

・
・
・
総
合
福
祉
会
館
▼
対
象
・
・
・
肢
体

障
害
、
視
覚
障
害
か
痔
つ
人
、
ま

た
障
害
忿
持
た
な
い
人
▼
講
師
・
・
・

廣
瀬
義
彦
さ
ん
▼
参
加
費
・
：
一
回

5
0
円
▼
申
し
込
み
締
め
切
り
日
・
：

２
月
2
8
日
閃

業
所
で
、
２
月
2
1
日
圖
か
ら
発
売

▼
定
員
・
：
七
1
7
人
。
電
話
予
約
可

▼
問
公
お
せ
・
・
・
宇
治
観
光
協
会

　
（
豊
⑩
3
3
3
4
）
へ
。
当
日
は
、

午
前
1
0
時
～
正
午
ま
で
京
密
落

駅
、
国
鉄
宇
治
駅
で
、
参
加
券
と

引
張
替
え
に
ス
タ
ン
プ
帳
と
記
念

品
を
お
渡
し
１
　
　
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
（
商
工
観
光
課
）

　
市
営
茶
室
”
対
鳳
庵
‘

　
３
月
１
日
か
ら
開
席

　
市
営
茶
室
「
対
鳳
庵
」
が
三
月

一
日
か
ら
開
席
し
柔
ｙ
。
「
対
鳳

庵
」
は
、
香
り
高
い
宇
治
茶
を
市

民
や
観
光
客
に
気
軽
に
味
わ
っ
て

い
た
が
で
た
め
の
施
設
で
す
。

　
▼
開
席
期
間
と
時
間
…
３
月
１

日
～
Ｈ
月
3
0
日
の
午
前
1
0
時
～
午

後
４
時
▼
料
金
・
・
・
抹
茶
・
せ
ん
茶

い
ず
れ
も
一
客
三
百
五
十
円
（
お

菓
子
付
き
）
▼
所
在
地
…
宇
治
塔

川
１
・
観
光
セ
ン
タ
ー
隣
▼
問
い

令
幻
せ
…
観
光
セ
ン
タ
ー
（
容
⑩

3
3
3
4
）
。
な
お
。
３
月
１
日
は

先
着
二
百
人
に
限
り
、
無
料
で
接

待
し
柔
ｙ
。
ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く

だ
さ
い
。
　
（
商
工
観
光
課
）

　
不
用
品
情
報
セ
ン
タ
ー

　
２
月
2
8
日
ま
で
に

　
市
で
は
、
不
用
に
な
っ
た
も
の

蔵
別
の
家
庭
で
有
効
に
利
用
し

て
い
た
だ
ぐ
た
め
に
、
不
田
宮
回

報
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
て
い
ま
で
］
。

今
期
は
二
月
二
十
八
日
ま
で
。
譲

ひ
た
い
も
の
。
欲
し
い
も
の
は
急

い
で
登
録
罵
不
但
回
報
セ
ン

タ
ー
（
商
工
観
光
課
内
豊
⑩
3
1

4
1
）
。
　
　
　
（
商
工
観
光
課
）

　
婦
人
の
た
め
の

　
　
年
金
セ
ミ
ナ
ー

　
▼
と
き
・
・
・
２
月
2
4
日
間
、
午
後

　
昭
和
六
十
一
年
度
の
固
定
資

産
課
税
（
補
充
）
八
挺
の
縦
覧

が
始
ま
り
ま
ｙ
。
こ
の
縦
覧
は
。

課
税
の
基
礎
と
な
る
固
定
資
産

の
価
格
な
ど
を
記
載
し
た
課

税
台
帳
を
見
る
制
度
で
す
。

土
地
の
地
目
変
児
や
家
屋
の
新

築
・
増
築
な
ど

を
し
た
人
、
土

地
・
家
屋
、
償

却
資
産
を
所
有
。

し
て
い
る
人
は
、

こ
の
機
会
に
ぜ

ひ
ご
覧
ぐ
だ
さ

い
。
な
お
、
土

地
の
評
価
は
、

登
記
地
目
に
関

係
な
く
現
況
に

よ
る
評
価
と
な

っ
て
い
未
了
。

　
▼
縦
覧
期
間

▲印は減

１
時
～
４
時
▼
と
こ
ろ
・
・
・
雲
居

工
会
議
所
大
会
議
室
▼
テ
ー
マ
…

「
こ
れ
か
ら
年
金
は
こ
う
変
わ
る
」

▼
講
師
・
・
・
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
・

長
谷
川
次
宏
さ
ん
▼
主
催
・
：
宇
治

商
工
心
一
議
所
・
婦
人
部
ほ
か
。
受

講
は
無
料
。
　
（
交
通
労
政
課
）

評
価
審
査
委
員
会
へ
申
し
出
て

く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
本
人
以
外
の
代
理
縦

覧
の
人
に
つ
い
て
は
、
本
人
の

委
任
状
ま
た
は
承
諾
書
が
必
要

で
す
。
（
Ｏ
本
人
ま
た
は
本
人

と
み
な
せ
る
人
・
・
・
の
納
税
義
務

　
　
　
　
　
　
者
Ｏ
納
税
義
務

固定資産課税台帳の

縦覧を開始(3月1日～20日)

・
・
・
ａ
月
１
日
出
～
2
0
m
團
▼
受

付
時
間
・
：
午
前
９
時
～
午
後
４

時
（
土
・
日
曜
日
も
平
日
通
り
）

▼
と
こ
ろ
・
・
・
市
役
所
資
産
税
課

▼
不
服
の
申
し
出
・
・
・
評
価
額
な

ど
に
不
服
の
あ
る
人
は
、
３
月

3
0
日
ま
で
に
文
書
で
固
定
資
産

表

者
の
親
族
で
あ

っ
て
、
納
税
義

務
者
と
同
居
し

て
い
る
人
○
納

税
管
理
人
⑤
ｍ

続
人
。
○
代
理

人
…
の
委
任
状

　
　
納
付
書
な
ど
を

　
　
持
参
し
た
人
Ｏ

　
　
所
有
者
本
人
の

　
　
阻
豚
参
の
代

　
　
理
人
な
ど
）

縦
覧
や
評
価
証
明
書

の
弱
行
を
申
請
す
る
場
合
は
、

本
人
ま
た
は
代
理
人
で
あ
っ
て

も
印
鑑
が
必
要
で
す
。

　
お
問
い
合
わ
せ
は
、
資
産
税

課
（
容
⑩
3
1
4
1
）
へ
。

　
　
　
　
　
　
　
（
資
産
税
課
）

559

中
央
公
民
館
市
民
交
流
ロ
ビ
ー
に
設
置

在宅障害者　

デイ・サービ

ス

市・府民税の申告3月15日まで



規則正しい生活習慣で

－
１
－
―
―
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
Ｓ
Ｉ
゛

　
　
「
人
生
八
十
年
」
と
言
わ
れ
て
い
る
今
日
、
元
気
に
老
後
を
過
ご
　
一

す
た
め
に
は
、
若
い
こ
ろ
か
ら
の
健
康
管
理
が
決
め
手
と
な
り
ま
す
。

　
　
　

　
ｙ
！
卜
ｌ
゛
Ｉ
　
　
’
Ｉ
Ｉ
Ｉ
・
・
‐
Ｉ
し
％
ｌ
φ
゛
Ｉ
Ｉ
’
゛
一
・
‐
Ｉ
Ｓ
″
″
４
Ｆ
Ｆ
｀
Ｉ
・
・
‐
こ
’
‐
・
Ｉ
Ｉ
χ
ｉ
く
Ｉ
－
一
　
　

　

。
習
慣
病
’
と
も
言
わ
れ
、
日
ご
ろ
の
生
活
態
度
や
長
年
の
不
摂
生

の
積
み
重
ね
が
大
き
く
左
右
す
る
成
人
病
。
こ
れ
を
予
防
す
る
た
め

に
は
、
生
活
習
慣
全
体
を
見
直
す
姿
勢
が
必
要
で
す
。
市
で
は
、
市

民
の
皆
さ
ん
の
健
康
づ
く
り
の
お
手
伝
い
に
と
、
健
康
相
談
や
講
演

会
な
ど
の
事
業
を
開
催
。
ま
た
、
健
康
管
理
の
場
と
し
て
、
各
種
検

診
や
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
自
分
や
家
族
の
健
康
づ
く
り
に
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

一
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－
－
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－
－
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Ｉ
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Ｉ
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－
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－
－
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Ｓ
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Ｉ
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Ｓ
Ｓ
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ご
利
用
く
だ
さ
い

講
習
会
や
健
康
相
談

　
昨
圧
〈
月
、
青
梅
の
出
回
る
季

節
に
、
小
倉
公
民
館
、
未
幡
公
民

館
、
保
健
医
療
セ
ン
タ
ー
の
三
会

場
で
、
減
塩
梅
干
し
講
習
心
一
を
開

き
ま
し
た
。
栄
養
士
と
地
域
了
洒

動
し
て
い
全
犀
活
改
善
推
進
員

を
講
師
に
、
減
塩
梅
干
し
の
作
り

方
、
梅
料
理
、
梅
の
効
用
な
ど
に

つ
い
て
百
十
一
人
が
郎
心
に
学
習
。

普
段
、
体
に
良
い
と
し
て
何
気
な

く
食
べ
て
い
る
婬
干
し
”
に
つ

い
て
再
認
識
を
し
ま
し
た
。

　
「
よ
于
に
食
べ
よ
コ
外
食
の
時
」

を
テ
ー
マ
に
、
十
一
月
に
は
糖
尿

－

１

自

１

自

１

自

　　中年からの健康教室（60年11月７日、広野公民分館で）

　寝たきりにならないために、高血圧予防を主題として、市内７会

場で開きました。参加者は137人｡一般健康診査の受診状況や医師に

よる講演、スライドなど内容豊かに学習しました。また健康相談も

行い、ゆっくり医師に相談出来ると好評でした。受講者の約９割が

参考になったとの感想。61年度は10～11月に実施する予定です。

1

1

1

1

1

1

1

病
の
集
い
か
開
き
ま
し
た
。
六
百

“
カ
ロ
リ
ー
の
昼
食
を
実
際
に
試

食
し
、
糖
尿
病
予
防
の
講
演
、
更

に
検
尿
、
血
圧
測
定
、
健
康
相

談
盈
犬
施
。
糖
尿
病
の
人
や
そ
の

傾
向
に
あ
る
人
、
家
族
な
ど
百
八

士
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
六
十
歳
以
上
の
人
を
対
象
と
し

ち
お
年
寄
り
の
集
い
趾
、
九
・

十
月
に
四
会
場
で
開
催
。
二
百
八

十
二
人
が
「
若
さ
か
保
つ
健
康
体

操
」
「
健
康
管
理
は
自
分
の
手
で
」

な
ど
を
テ
ー
マ
に
受
講
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
指
ゲ
ー
ム
や
ダ
ン
ス
、

日
ご
ろ
便
っ
て
い
な
い
筋
肉
夕
励

か
す
体
操
な
ど
の
外
、
食
生
活
改

善
推
進
員
が
作
っ
た
豆
腐
入
り

み
た
β
し
タ
ン
ゴ
。
＾
試
食
。
健

康
管
理
法
や
、
健
康
に
関
し
て
心

配
な
事
な
ど
を
話
見
□
ま
し
た
。

　
ま
た
、
十
一
月
に
実
施
し
た

　
「
家
庭
看
護
講
習
今
で
は
、
病

人
の
身
の
回
り
の
世
話
の
仕
方
蔵

実
習
牽
甲
心
に
五
回
に
わ
た
り
学

習
。
約
二
十
人
の
受
講
者
に
は
、

修
了
証
を
交
付
し
ま
し
た
。

４
肥
満
を
テ
ー
マ
に
し
た
相
鮫
コ
ー
ナ
ー

　
　
　
（
6
0
年
1
0
月
1
0
日
、
市
民
ス
ポ
ー
ｙ
ま
つ
り
）

　
こ
の
外
に
も
ｄ
康
教
育
り
健

夙
つ
く
り
／
疾
病
予
防
な
ど

か
種
と
し
て
、
各
種
保
健
予
防
事

業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
市
民

の
皆
さ
ん
の
健
硯
つ
く
り
に
ぜ
ひ

お
役
立
Ｖ
Ａ
／
だ
さ
い
。

①1日に30種類以上の食品をとるよう心掛ける。

②大豆製品や魚類を１日１回とるようにする。

③緑黄色野菜を１日１回はとること。

④牛乳・乳製品をとるようにすること。

⑤肉類と魚類は、半々にとるようにすること。

⑥油を使用する料理では、植物油をよく使うように

　すること。

⑦砂糖を多く含む食品はとり過ぎないようにするこ

　と。

　　　　　　　　　　　⑧塩分の多い食品は控えめ

　　　　　　　　　　　　にすること。

　　　　　　　　　　　⑨塩分の摂取を少なくする

　　　　　　、　　　　ため。なるべく薄味にし

　　　･･･T｀y　　　　　　　たり、香辛料の使用など

　　　　　　　　　　　　で味付けを工夫すること。

　頒　

⑩アルコールは適量(1日

　　　　　　　　　　　　2 合く0.36 リットル程度

　　　　　　　　　　　　まで〉）に抑えること。

▲お年寄りの集い(60年10月29日）

昭和BO年度　成人病検診地区別受診率

　
雲
吊
健
辰
つ
く
ひ
推
進
協

議
会
で
は
、
市
民
の
健
康
に
関

す
る
現
状
の
把
握
や
、
中
高
年

の
健
辰
つ
く
り
推
進
の
た
め
に
、

各
方
面
で
取
り
組
み
奮
竹
っ
て

い
ま
す
。
毎
年
十
月
十
日
に
太

処
方
な
ど
の
相
談
か
将
い
ま
し

た
。
次
た
、
歯
科
相
談
コ
ー
ナ

ー
も
開
設
。
ふ
Ｂ
せ
て
約
二
百

人
が
利
用
１
　
蚤
し
た
。
こ
の
外

食
牛
活
改
善
推
進
員
に
よ
る
、

「
八
〇
ｎ
カ
ロ
リ
ー
の
食
品
」
や

中
高
年
な
ど
に
啓
も
う

　
　
　
健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会

陽
が
丘
で
開
か
れ
て
い
る
。
市

民
ス
ポ
ー
ツ
ま
つ
夕
で
は
、

健
康
相
談
コ
ー
ナ
ー
か
設
け
て

い
ま
す
。
、
昨
年
は
、
中
高
年
の

肥
満
を
テ
ー
マ
に
、
肥
満
度
の

測
定
や
体
格
妊
易
せ
た
運
動

「
三
十
品
目
か
便
っ
た
一
日
の

食
事
」
の
展
示
を
し
声
巡
。

　
　
一
方
、
健
康
に
関
す
る
意
識

の
高
揚
と
啓
発
を
図
る
た
め
に
、

広
く
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
標
語

か
募
集
。
総
数
五
十
八
点
の
応

　
市
で
は
、
成
人
病
予
防
と
早
期
発
見

の
た
め
に
、
一
般
健
康
診
査
（
が
ん
検
診

以
外
の
成
人
病
予
防
の
た
め
の
検
診
）

や
各
種
が
ん
検
診
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。
年
々
、
少
し
ず
つ
受
診
者
数
が
増

え
て
来
て
い
る
も
の
の
依
然
と
し
て
低

率
で
す
。
左
上
表
は
、
昭
和
六
十
年
度

の
成
人
病
検
診
の
市
平
均
と
地
域
別
受

診
率
で
す
。
地
域
を
あ
げ
て
受
診
率
の

募
作
品
の
中
か
ら
、
次
の
七
点

が
入
選
、
今
後
の
活
動
に
利
用

す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

○
身
に
あ
っ
た
運
動
処
方
で
健

　
康
ア
ッ
プ

Ｏ
健
康
は
歩
こ
う
・

　
よ
く
噛
ん
で

食
べ
ぶ
っ

Ｏ
こ
ろ
ぱ
ぬ
先
の
健
康
診
査

○
笑
顔
で
す
♀
羞
日
は
心
と

　
体
の
二
人
三
脚

○
い
つ
も
明
る
く
／
い
つ
も
健

　
康
／
・

　
同
推
進
協
議
会
は
、
六
十
年

十
一
月
か
ら
第
二
期
目
の
活
動

に
入
り
、
会
長
に
は
徳
永
力
雄

さ
ん
、
副
会
長
に
は
西
山
喜
代

次
さ
ん
が
再
任
さ
れ
て
い
ま
す
。

ア
ッ
プ
に
努
め
病
気
を
予
防
し
ま
し
ょ

う
。
左
下
表
は
、
四
十
歳
以
上
の
国
民

健
康
保
険
加
入
者
か
ら
健
康
チ
ェ
ッ
ク

の
方
法
を
お
聞
き
し
、
ま
と
め
た
も
の

で
す
。
何
も
し
て
い
な
い
人
が
全
体
の

約
四
割
も
あ
り
ま
す
が
、
家
族
や
自
分

の
健
康
を
守
る
た
め
に
も
、
自
覚
症
状

の
な
い
時
か
ら
進
ん
で
検
診
を
受
け
ま

(60年5月にアンヶ-ﾄ直施4健康チェックを何でしていますか

(％)

へ､之 10　　20　　30　　40　　50　　60　　70　　80　　90　100

　　　％
男 鸚

:･:･:･:::

皿　　　何もしていない(46.5)

(6.0)^^(23.6)

※:E:E:

:(6.9)

　　　％
女 惣 説

這

W. 7

｜

嶼ll鸚 何もしていない(33.4)

皿賜1人間ドック

尽§§§回その他

巨茫罵朋胃ガン検診

匝日冊回子宮ガン検診

Ei頭多頭1一般健康診査

巨三五三乳ガン検診

560

成人病の予防を

広げよう健康の輪

健
康
づ
く
り
の
ペ
ー

ジ

病気予防の食生活1

0カ条

地域で取り組む健康管理を
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